
笠
岡
市
は
、
エ
ス
ペ
ッ

　
笠
岡
市
は
、
エ
ス
ペ
ッ
ク

（
笠
岡
市
生
江
浜
、
田
邉

（
笠
岡
市
生
江
浜
、
田
邉
仁

社
長
）
に
市
有
地
を
随
意

社
長
）
に
市
有
地
を
随
意
契

約
で
売
却
し
た
。
国
道

約
で
売
却
し
た
。
国
道
２
号

生
江
浜
歩
道
整
備
事
業
の

生
江
浜
歩
道
整
備
事
業
の
進

け
付
け
る
。
開
札

け
付
け
る
。
開
札
は
　
月
２

1010

日
。
同
工
事
は
完
全
週
休

日
。
同
工
事
は
完
全
週
休
２

日
（
土
日
）
Ⅱ
型

日
（
土
日
）
Ⅱ
型
。

事
」
を
公
告
し
た
。
申
請

事
」
を
公
告
し
た
。
申
請
書

は
９
月
　
日
ま
で
、
入
札

日
ま
で
、
入
札
書

1111

を
９
月
　
日
か
日
か
ら
　
日
で
日
で
受

2828

3030

宇
部
市
は

　
宇
部
市
は
４
日
、
条
件

日
、
条
件
付

一
般
競
争
入
札
で
「
亀
浦

一
般
競
争
入
札
で
「
亀
浦
住

宅
第
宅
第
１
棟
屋
上
防
水
改
修

棟
屋
上
防
水
改
修
工

５
年
　
月
　
日
か
日
か
ら
　
年
７

1010

1616

2626

月
　
日
ま
で
。
評
定
結
果

日
ま
で
。
評
定
結
果
は

3131
先
月
　

日
付
で
通
知
さ

日
付
で
通
知
さ
れ

1717

た
。

中
国
地
方
整
備
局
太
田

　
中
国
地
方
整
備
局
太
田
川

河
川
事
務
所
は
、
工
事
成

河
川
事
務
所
は
、
工
事
成
績

評
定
通
知
書
を

評
定
通
知
書
を
１
件
公
表

件
公
表
し

た
。今

回
公
表
さ
れ
た
の

　
今
回
公
表
さ
れ
た
の
は

「
令
和

「
令
和
７
年
度
小
瀬
川
大

年
度
小
瀬
川
大
竹

地
区
外
築
堤
護
岸
工
事
」

地
区
外
築
堤
護
岸
工
事
」
で

工
事
技
術
的
難
易
度
評
価

工
事
技
術
的
難
易
度
評
価
は

Ⅱ
。
施
工
を
担
当
し
た
京

Ⅱ
。
施
工
を
担
当
し
た
京
栄

建
設
の
評
定
点

建
設
の
評
定
点
は
　
点
だ
っ

点
だ
っ

8080

た
。同

工
事
の
工
期
は

　
同
工
事
の
工
期
は
２
０
２
０
２

工

事

成

績

1

件

公

表

太
田
川
河
川

る
営
業
所
）
ま
た
は
Ｂ
等

る
営
業
所
）
ま
た
は
Ｂ
等
級

（
三
次
市
に
主
た
る
営
業
所

（
三
次
市
に
主
た
る
営
業
所
、

元
請
施
工
実
績

元
請
施
工
実
績
４
件
以
上

件
以
上
で

平
均
工
事
成
績

平
均
工
事
成
績
点
　
点
以
上

点
以
上

8282

な
ど
）
。

な
ど
）
。
２
０
１
１

２
０
１
１
年
度
以

年
度
以
降

に
県
内
で
河
川
・
砂
防
改

に
県
内
で
河
川
・
砂
防
改
修

工
事
ま
た
は
河
川
・
砂
防

工
事
ま
た
は
河
川
・
砂
防
工

事
の
元
請
施
工
実
績
を
有

事
の
元
請
施
工
実
績
を
有
す

参
加
資
格
＝
土
木
一
式

　
参
加
資
格
＝
土
木
一
式
工

事
の
Ａ
等
級
（
県
内
に
主

事
の
Ａ
等
級
（
県
内
に
主
た

参
加
資
格
な
ど
は
次
の

　
参
加
資
格
な
ど
は
次
の
通

り
。

広
島
県
北
部
建
設
事
務

　
広
島
県
北
部
建
設
事
務
所

は
４
日
、
総
合
評
価
落
札

日
、
総
合
評
価
落
札
方

式
（
実
績
評
価

式
（
実
績
評
価
２
型
）
の
一

型
）
の
一
般

競
争
入
札
で
「
令
和

競
争
入
札
で
「
令
和
８
年
度

一
般
県
道
三
次
江
津
線
道

一
般
県
道
三
次
江
津
線
道
路

改
良
工
事
（
補
助
・

改
良
工
事
（
補
助
・
１
工
区
）

工
区
）
」

を
公
告
す
る
。
同
工
事
は

を
公
告
す
る
。
同
工
事
は
一

抜
け
方
式
を
適
用

抜
け
方
式
を
適
用
。　
月
６
・

1010

７
日
で
入
札
書
を
受
け

日
で
入
札
書
を
受
け
付

け
、
同

け
、
同
８
日
に
開
札
す
る
。

日
に
開
札
す
る
。
加

算
点
の
最
高
点
数

算
点
の
最
高
点
数
は
　
点
。
点
。

6060

北部建設

県
道
三
次
江
津
線
改
良（
1
工
区
）

按按按按按
按按按按按
按按按按按
按按按按按
按按按按按
按按按按按
按按按按按
按按按按按
按按按按按
按按按按按
按按按按按
按按按按按
按按按按按
按按按按按
按按按按按
按按按按按
按按按按按
按按按按按
按按按按按
按按按按按
按按按按按
按按按按按
按按按按按
按按按按按
按按按按按
按按按按按
按按按按按
按按按按按
按按按按按
按按按按按

㮇
月月
66
～～
77
日
で
入

日
で
入
札札

1010

を
テ
ー
マ
に
意
見
交
換
を

を
テ
ー
マ
に
意
見
交
換
を
実

施
。
環
境
負
荷
低
減
技
術

施
。
環
境
負
荷
低
減
技
術
に

関
す
る
現
状
や
、
今
後
取

関
す
る
現
状
や
、
今
後
取
り

組
む
べ
き
課
題
な
ど
に
関

組
む
べ
き
課
題
な
ど
に
関
し

て
も
情
報
共
有
し
た

て
も
情
報
共
有
し
た
。

さ
ら
に
、
コ
ン
ク
リ
ー

　
さ
ら
に
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
協
会
専
務

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
協
会
専
務
理

事
の
江
良
和
徳
氏
を
中
心

事
の
江
良
和
徳
氏
を
中
心
に

進
め
て
い
る
「
Ｒ
Ｃ
構
造

進
め
て
い
る
「
Ｒ
Ｃ
構
造
物

の
延
命
化
技
術
研
究
（
Ｍ

の
延
命
化
技
術
研
究
（
Ｍ
）

協
議
会
」
で
は
、
今
年

協
議
会
」
で
は
、
今
年
７
月

に
奈
良
県
で
開
催
さ
れ
た

に
奈
良
県
で
開
催
さ
れ
た
コ

ン
ク
リ
ー
ト
工
学
年
次
大

ン
ク
リ
ー
ト
工
学
年
次
大
会

の
参
加
報
告
を
行
っ
た

の
参
加
報
告
を
行
っ
た
ほ

か
、
同
大
会
で
の
投
稿
論

か
、
同
大
会
で
の
投
稿
論
文

か
ら
劣
化
機
構
、
調
査

か
ら
劣
化
機
構
、
調
査
診

断
、
補
修
材
料
、
追
跡
調

断
、
補
修
材
料
、
追
跡
調
査

な
ど
延
命
化
技
術
に
関
連

な
ど
延
命
化
技
術
に
関
連
す

る
　
編
を
抽
出
し
、
そ
の

編
を
抽
出
し
、
そ
の
概

1010
要
を
紹
介
。
質
疑
応
答
な

要
を
紹
介
。
質
疑
応
答
な
ど

も
行
わ
れ
た

も
行
わ
れ
た
。

同
研
究
会
は
、
分
業
化

　
同
研
究
会
は
、
分
業
化
し

た
異
業
種
間
の
連
携
強
化

た
異
業
種
間
の
連
携
強
化
を

図
る
こ
と
で
、
コ
ン
ク
リ

図
る
こ
と
で
、
コ
ン
ク
リ
ー

ト
の
全
体
最
適
を
目
指
す

ト
の
全
体
最
適
を
目
指
す
も

の
。　

年
の
設
立
以
来
、

年
の
設
立
以
来
、
３

1919

つ
の
テ
ー
マ
別
に
年

つ
の
テ
ー
マ
別
に
年
３
～
４

回
程
度
の
協
議
会
を
継
続

回
程
度
の
協
議
会
を
継
続
開

催
す
る
な
ど
精
力
的
に
活

催
す
る
な
ど
精
力
的
に
活
動

し
て
お
り
、
次
回
協
議
会

し
て
お
り
、
次
回
協
議
会
は

　
月
１
日
に
開
催
す
る
予

日
に
開
催
す
る
予
定

1212だ
。

を
題
材
と
し
た
意
見
交
換

を
題
材
と
し
た
意
見
交
換
も

な
さ
れ
た

な
さ
れ
た
。

一
方
、
「
脱
炭
素
コ
ン

　
一
方
、
「
脱
炭
素
コ
ン
ク

リ
ー
ト
技
術
研
究
（
Ｓ
）

リ
ー
ト
技
術
研
究
（
Ｓ
）
協

議
会
」
で
の
議
論
を
土

議
会
」
で
の
議
論
を
土
台

に
、
今
年
度
か
ら
新
た
な

に
、
今
年
度
か
ら
新
た
な
協

議
会
に
移
行
し
た
「
環
境

議
会
に
移
行
し
た
「
環
境
負

荷
低
減
技
術
研
究
（
Ｅ
）

荷
低
減
技
術
研
究
（
Ｅ
）
協

議
会
」
で
は
、
広
島
工
業

議
会
」
で
は
、
広
島
工
業
大

学
教
授
の
坂
本
英
輔
氏
が

学
教
授
の
坂
本
英
輔
氏
が
こ

れ
ま
で
の
活
動
内
容
を
報

れ
ま
で
の
活
動
内
容
を
報
告

し
た
の
ち
、
「
コ
ン
ク
リ

し
た
の
ち
、
「
コ
ン
ク
リ
ー

ト
材
料
と
し
て
の
牡
蠣
殻

ト
材
料
と
し
て
の
牡
蠣
殻
粉

利
用
の
可
能
性
に
つ
い
て

利
用
の
可
能
性
に
つ
い
て
」

竹
田
宣
典
氏
が
主
査
を
務

竹
田
宣
典
氏
が
主
査
を
務
め

る
「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
施

る
「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
施
工

性
改
善
技
術
研
究
（
Ｃ
Ⅱ

性
改
善
技
術
研
究
（
Ｃ
Ⅱ
）

協
議
会
」
で
は
、
協
議
会

協
議
会
」
で
は
、
協
議
会
メ

ン
バ
ー
の
福
留
開
発
が
「

ン
バ
ー
の
福
留
開
発
が
「
３

Ｄ
プ
リ
ン
タ
を
用
い
た
構

Ｄ
プ
リ
ン
タ
を
用
い
た
構
造

物
の
施
工
事
例
」
と
題
し

物
の
施
工
事
例
」
と
題
し
て

詳
細
な
施
工
事
例
紹
介
を

詳
細
な
施
工
事
例
紹
介
を
行

っ
た
ほ
か
、
「
後
添
加
型

っ
た
ほ
か
、
「
後
添
加
型
流

動
化
剤
に
よ
る
施
工
改
善

動
化
剤
に
よ
る
施
工
改
善
実

験
」
に
関
す
る
現
場
実
験

験
」
に
関
す
る
現
場
実
験
計

画
に
つ
い
て
も
協
議
。
「

画
に
つ
い
て
も
協
議
。
「
四

国
地
整
で
の
フ
ラ
イ
ア
ッ

国
地
整
で
の
フ
ラ
イ
ア
ッ
シ

ュ
の
使
用
の
特
記
仕
様
書

ュ
の
使
用
の
特
記
仕
様
書
」

近
未
来
コ
ン
ク
リ
ー
ト

　
近
未
来
コ
ン
ク
リ
ー
ト
研

究
会
（
十
河
茂
幸
代
表
）

究
会
（
十
河
茂
幸
代
表
）
に

よ
る
よ
る
２
０
２
６

２
０
２
６
年
度
第

年
度
第
１
回

協
議
会
が

協
議
会
が
８
月
　
日
、
広
島

日
、
広
島

3131

市
内
で
開
か
れ
、
施
工
性

市
内
で
開
か
れ
、
施
工
性
改

善
や
環
境
負
荷
低
減
、
延

善
や
環
境
負
荷
低
減
、
延
命

化
技
術
の

化
技
術
の
３
テ
ー
マ
別
に

テ
ー
マ
別
に
議

論
が
展
開
。
実
会
場
と
オ

論
が
展
開
。
実
会
場
と
オ
ン

ラ
イ
ン
を
合
わ
せ
て
延
べ

ラ
イ
ン
を
合
わ
せ
て
延
べ
約

　
人
が
参
加
し
、
午

人
が
参
加
し
、
午
前
　
時

6060

1010

か
ら
午
後

か
ら
午
後
５
時
ま
で
の
長

時
ま
で
の
長
丁

場
に
も
関
わ
ら
ず
、
活
発

場
に
も
関
わ
ら
ず
、
活
発
な

討
議
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た

討
議
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

　
３
協
議
会
で
の
議
論
の

協
議
会
で
の
議
論
の
う

ち
、
広
島
工
業
大
学
教
授

ち
、
広
島
工
業
大
学
教
授
の

Ｍ協議会のもよう

3Ｄプリンタ施工事例など共有
Ｅ協議会は移行後初会合

近未来コンクリート研究会

学
大
学
院
の
松
本
直
之
准

学
大
学
院
の
松
本
直
之
准
教

授
が
「
木
造
オ
フ
ィ
ス
の
構

授
が
「
木
造
オ
フ
ィ
ス
の
構
造

デ
ザ
イ
ン
」
、
桜
設
計
集
団

デ
ザ
イ
ン
」
、
桜
設
計
集
団
一

級
建
築
士
事
務
所
の
加
來

級
建
築
士
事
務
所
の
加
來
千

紘
氏
は
「
木
造
建
築
物
の

紘
氏
は
「
木
造
建
築
物
の
防

耐
火
設
計
」
に
つ
い
て
そ
れ

耐
火
設
計
」
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ

れ
講
義
し
た
。
続
い
て
、
モ

れ
講
義
し
た
。
続
い
て
、
モ
デ

ル
設
計
の
実
践
と
し
て
チ

ル
設
計
の
実
践
と
し
て
チ
ー

ム
分
け
や
デ
ザ
イ
ン
コ
ン

ム
分
け
や
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
セ

プ
ト
の
構
築
、
チ
ー
ム
デ

プ
ト
の
構
築
、
チ
ー
ム
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
っ
た

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。

　
５
年
目
を
迎
え
る
今
講

年
目
を
迎
え
る
今
講
座

で
は
、
建
築
士
や
建
築
を

で
は
、
建
築
士
や
建
築
を
学

ぶ
学
生

ぶ
学
生
ら
　
人
が
参
加
。

人
が
参
加
。
今

2828

年
の
題
材
は
、
山
口
県
産

年
の
題
材
は
、
山
口
県
産
木

材
を
県
内
工
な
ど
で
製
材

材
を
県
内
工
な
ど
で
製
材
、

加
工
し
た
製
材
品
、
集
成

加
工
し
た
製
材
品
、
集
成
材

を
使
用
し
た

を
使
用
し
た
３
階
建
て
で

階
建
て
で
延

床
面
積

床
面
積
５
０
５
０
０
釈
程
度
ま
た

程
度
ま
た

は
４
階
建
て

階
建
て
１
５
０

１
５
０
０
釈
程

度
の
木
造
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル

度
の
木
造
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
。

山
口
県
で
は
、
森
林
資

　
山
口
県
で
は
、
森
林
資
源

の
循
環
に
よ
る
脱
炭
素
社

の
循
環
に
よ
る
脱
炭
素
社
会

の
実
現
等
に
向
け
て
、
建

の
実
現
等
に
向
け
て
、
建
築

物
等
に
お
け
る
県
産
木
材

物
等
に
お
け
る
県
産
木
材
の

利
用
促
進
に
取
り
組
ん
で

利
用
促
進
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
そ
の
一
環
と
し
て
、

る
。
そ
の
一
環
と
し
て
、
木

造
の
特
性
・
メ
リ
ッ
ト
、

造
の
特
性
・
メ
リ
ッ
ト
、
防

耐
火
な
ど
に
関
す
る
知
識

耐
火
な
ど
に
関
す
る
知
識
を

体
系
的
に
習
得
し
、
清
水

体
系
的
に
習
得
し
、
清
水
教

授
や
先
進
的
な
木
造
建
築

授
や
先
進
的
な
木
造
建
築
の

専
門
家
の
指
導
の
も
と

専
門
家
の
指
導
の
も
と
、　
1212

月
ま
で

月
ま
で
５
回
に
わ
た
っ
て

回
に
わ
た
っ
て
中

大
規
模
木
造
建
築
に
必
要

大
規
模
木
造
建
築
に
必
要
な

技
術
を
学
ぶ

技
術
を
学
ぶ
。

学
の
教
育
で
は
、
Ｓ
造
や

学
の
教
育
で
は
、
Ｓ
造
や
Ｒ

Ｃ
造
ば
か
り
教
え
て
い
た

Ｃ
造
ば
か
り
教
え
て
い
た
。

再
編
に
よ
り
、
今
年
か
ら

再
編
に
よ
り
、
今
年
か
ら
感

性
デ
ザ
イ
ン
工
学
科
は
建

性
デ
ザ
イ
ン
工
学
科
は
建
築

学
科
に
変
わ
り
、
木
造
の

学
科
に
変
わ
り
、
木
造
の
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
も
加
わ
り
木

リ
キ
ュ
ラ
ム
も
加
わ
り
木
造

を
推
進
す
る
。

を
推
進
す
る
。
４
階
建
て

階
建
て
ぐ

ら
い
ま
で
の
非
住
宅
建
築

ら
い
ま
で
の
非
住
宅
建
築
物

は
、
需
要
は
あ
る
が
木
造

は
、
需
要
は
あ
る
が
木
造
化

は
進
ん
で
い
な
い
た
め
に

は
進
ん
で
い
な
い
た
め
に
今

回
の
テ
ー
マ
と
し
た
」
と

回
の
テ
ー
マ
と
し
た
」
と
述

べ
、
今
年
の
課
題
の
ほ
か

べ
、
今
年
の
課
題
の
ほ
か
木

材
利
用
や
木
造
建
築
な
ど

材
利
用
や
木
造
建
築
な
ど
に

つ
い
て
説
明
し
た

つ
い
て
説
明
し
た
。

　
ま
た
こ
の
日
は
、
山
口

ま
た
こ
の
日
は
、
山
口
大

さ
れ
、
他
の
資
材
と
比
べ

さ
れ
、
他
の
資
材
と
比
べ
製

造
時
の
二
酸
化
炭
素
排
出

造
時
の
二
酸
化
炭
素
排
出
量

も
少
な
く
、
国
が
提
唱
す

も
少
な
く
、
国
が
提
唱
す
る

２
０
５
０

２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン
ニ

年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ

ー
ト
ラ
ル
の
実
現
に
貢
献

ー
ト
ラ
ル
の
実
現
に
貢
献
す

る
。
県
で
は
、
県
産
木
材

る
。
県
で
は
、
県
産
木
材
を

利
用
し
た
建
築
物
の
木
造

利
用
し
た
建
築
物
の
木
造
化

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
講

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
講
座

は
、
県
産
木
材
の
利
用
に

は
、
県
産
木
材
の
利
用
に
必

要
な
ノ
ウ
ハ
ウ
の
習
得
や

要
な
ノ
ウ
ハ
ウ
の
習
得
や
意

見
交
換
し
な
が
ら
進
め
る

見
交
換
し
な
が
ら
進
め
る
な

ど
貴
重
な
機
会
」
と
挨
拶

ど
貴
重
な
機
会
」
と
挨
拶
し

た
。そ

の
後
、
山
口
大
学
大

　
そ
の
後
、
山
口
大
学
大
学

院
の
清
水
里
司
教
授
は
「

院
の
清
水
里
司
教
授
は
「
大

や
ま
ぐ
ち
の
農
林
水
産

　
や
ま
ぐ
ち
の
農
林
水
産
物

需
要
拡
大
協
議
会
（
中
嶋

需
要
拡
大
協
議
会
（
中
嶋
義

継
会
長
、
事
務
局
＝
山
口

継
会
長
、
事
務
局
＝
山
口
県

ぶ
ち
う
ま
や
ま
ぐ
ち
推

ぶ
ち
う
ま
や
ま
ぐ
ち
推
進

課
）
は
、

課
）
は
、
５
回
に
わ
た
っ

回
に
わ
た
っ
て

木
造
建
築
物
の
設
計
者
を

木
造
建
築
物
の
設
計
者
を
養

成
す
る
「
や
ま
ぐ
ち
の
木

成
す
る
「
や
ま
ぐ
ち
の
木
造

建
築
設
計
者
養
成
講
座
」

建
築
設
計
者
養
成
講
座
」
を

開
催
す
る
が
、

開
催
す
る
が
、
８
月
　
日
、
日
、

3131

宇
部
市
の
山
口
大
学
常
盤

宇
部
市
の
山
口
大
学
常
盤
キ

ャ
ン
パ
ス
「
志
」
イ
ノ
ベ

ャ
ン
パ
ス
「
志
」
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
道
場
で
開
講
式
と

シ
ョ
ン
道
場
で
開
講
式
と
１

回
目
の
講
義
を
行
っ
た

回
目
の
講
義
を
行
っ
た
。

は
じ
め
に
、
主
催
者
を

　
は
じ
め
に
、
主
催
者
を
代

表
し
て
ぶ
ち
う
ま
や
ま
ぐ

表
し
て
ぶ
ち
う
ま
や
ま
ぐ
ち

推
進
課
の
大
永
竜
也
主
幹

推
進
課
の
大
永
竜
也
主
幹
が

「
木
材
は
、
建
築
物
な
ど
に

「
木
材
は
、
建
築
物
な
ど
に
利

用
す
る
こ
と
で
炭
素
が
貯

用
す
る
こ
と
で
炭
素
が
貯
蔵

木造建築設計者養成講座
開講式や講義行う

山 口 県

以
内
で
契
約
を
交
わ
す

以
内
で
契
約
を
交
わ
す
予

定
。同

事
業
で
は
、
監
視
制

　
同
事
業
で
は
、
監
視
制
御

シ
ス
テ
ム
に
係
る
ラ
イ
フ

シ
ス
テ
ム
に
係
る
ラ
イ
フ
サ

イ
ク
ル
コ
ス
ト
を
縮
減
し

イ
ク
ル
コ
ス
ト
を
縮
減
し
つ

つ
、
将
来
に
わ
た
り
安
定

つ
、
将
来
に
わ
た
り
安
定
し

た
施
設
運
用
を
維
持
で
き

た
施
設
運
用
を
維
持
で
き
る

監
視
制
御
体
制
を
構
築
す

監
視
制
御
体
制
を
構
築
す
る

と
と
も
に
、
職
員
の
負
担

と
と
も
に
、
職
員
の
負
担
軽

減
や
業
務
効
率
化
に
よ
る

減
や
業
務
効
率
化
に
よ
る
執

務
環
境
を
改
善
す
る

務
環
境
を
改
善
す
る
。

業
務
内
容
は
、
効
率
的

　
業
務
内
容
は
、
効
率
的
か

つ
経
済
的
な
監
視
制
御
シ

つ
経
済
的
な
監
視
制
御
シ
ス

テ
ム
の
構
築
及
び
監
視
制

テ
ム
の
構
築
及
び
監
視
制
御

体
制
（
監
視
制
御
業
務
の

体
制
（
監
視
制
御
業
務
の
集

中
化
）
の
検
討
、
民
間
事

中
化
）
の
検
討
、
民
間
事
業

者
の
技
術
力
や
ノ
ウ
ハ
ウ

者
の
技
術
力
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を

活
用
し
、
監
視
制
御
シ
ス

活
用
し
、
監
視
制
御
シ
ス
テ

ム
の
設
計
・
施
工
・
保
守

ム
の
設
計
・
施
工
・
保
守
を

一
括
発
注
す
る
Ｐ
Ｐ
Ｐ
／

一
括
発
注
す
る
Ｐ
Ｐ
Ｐ
／
Ｐ

Ｆ
Ｉ
手
法
の
導
入
可
能
性

Ｆ
Ｉ
手
法
の
導
入
可
能
性
調

査
、
最
新
の
Ｄ
Ｘ
技
術
を

査
、
最
新
の
Ｄ
Ｘ
技
術
を
活

用
し
た
監
視
制
御
シ
ス
テ

用
し
た
監
視
制
御
シ
ス
テ
ム

の
高
度
化
及
び
業
務
効
率

の
高
度
化
及
び
業
務
効
率
化

に
関
す
る
検
討
。
履
行
期

に
関
す
る
検
討
。
履
行
期
間

は
２
０
２
７

２
０
２
７
年
　
月
　
日
ま
日
ま

1212

2828

で
。

山
口
県
企
業
局
は
、
公

　
山
口
県
企
業
局
は
、
公
募

型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
で

型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
で
選

定
手
続
き
を
進
め
て
い

定
手
続
き
を
進
め
て
い
た

「
監
視
制
御
シ
ス
テ
ム
再

「
監
視
制
御
シ
ス
テ
ム
再
構

築
及
び
Ｐ
Ｐ
Ｐ
／
Ｐ
Ｆ
Ｉ

築
及
び
Ｐ
Ｐ
Ｐ
／
Ｐ
Ｆ
Ｉ
導

入
可
能
性
調
査
業
務
」
に

入
可
能
性
調
査
業
務
」
に
つ

い
て
、
Ｎ
Ｊ
Ｓ
広
島
事
務

い
て
、
Ｎ
Ｊ
Ｓ
広
島
事
務
所

を
最
優
秀
提
案
者
に
選
定

を
最
優
秀
提
案
者
に
選
定
し

た
。
今
後
、
提
案
上
限
金

た
。
今
後
、
提
案
上
限
金
額

の
３
５
０
０

３
５
０
０
万
円
（
税
込

万
円
（
税
込
）

山口県・企業局プロポ

ＮＪＳ広島事務所を選定
 ＰＦＩ導入可能性調査監 視 制監 視 制 御御
システム再構システム再構築築

地
内工

事
概
要
＝
機
械
設

　
工
事
概
要
＝
機
械
設
備：

雨
水
ポ
ン
プ
（
立
軸
斜
流

雨
水
ポ
ン
プ
（
立
軸
斜
流
ポ

ン
プ
φ

ン
プ
φ
５
０
０

５
０
０
×
　
・
８
弱

4949

／
分
／
分
×
４
×
４
・
８
ｍ
）
ｍ
）
１
台
、

雨
水
ポ
ン
プ
電
動
機
（
三

雨
水
ポ
ン
プ
電
動
機
（
三
相

向
流
誘
導
か
ご
形
電
動

向
流
誘
導
か
ご
形
電
動
機
　6060

鯵
×
　
Ｐ
―
Ｐ
―
２
２
０

２
２
０
Ｖ
―
　

1414

6060

需
）
１
基
、
雨
水
ポ
ン
プ

基
、
雨
水
ポ
ン
プ
吐

出
弁
（
電
動
蝶
形
弁
φ

出
弁
（
電
動
蝶
形
弁
φ
５
０

０
×
０

０
×
０
・
２
鯵
）
１
基

工
期

　
工
期
＝
　
年
３
月
　
日

2828
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予
定
価
格
＝

　
予
定
価
格
＝
１
億
１
２
１
２
６

万
２
０
０
０

２
０
０
０
円

参
加
資
格
＝
機
械
器
具

　
参
加
資
格
＝
機
械
器
具
設

置
６
０
０

６
０
０
点
以
上
。
年
間

点
以
上
。
年
間
平

均
完
工
高
が
予
定
価
格

均
完
工
高
が
予
定
価
格
以

上
。
県
内
に
主
た
る
営
業

上
。
県
内
に
主
た
る
営
業
所

を
有
し
て
い
る
こ
と

を
有
し
て
い
る
こ
と
。
２
０
２
０

１
１
年
度
以
降
に
県
内
の

年
度
以
降
に
県
内
の
機

械
器
具
設
置
の
元
請
施
工

械
器
具
設
置
の
元
請
施
工
実

績
を
有
す
る
こ
と
―
な

績
を
有
す
る
こ
と
―
な
ど

工
事
場
所
＝
大
野
字
早

　
工
事
場
所
＝
大
野
字
早
時

廿
日
市
市
は

　
廿
日
市
市
は
３
日
、
一

日
、
一
般

競
争
入
札
で
予
定
価
格

競
争
入
札
で
予
定
価
格
１
億

円
以
上
の
「
早
時
ポ
ン
プ

円
以
上
の
「
早
時
ポ
ン
プ
場

ポ
ン
プ
増
設
機
械
設
備

ポ
ン
プ
増
設
機
械
設
備
工

事
」
を
公
告
し
た

事
」
を
公
告
し
た
。　

月
６
、

1010

７
日
で
入
札
書
を
受
け

日
で
入
札
書
を
受
け
付

け
、
同

け
、
同
８
日
に
開
札
す
る

日
に
開
札
す
る
。

工
事
の
参
加
資
格
な
ど

　
工
事
の
参
加
資
格
な
ど
は

次
の
通
り

次
の
通
り
。

　
大
成
建

大
成
建
設

9
月
1
日

〈
中
国
支
店
〉
管
理
部

　
〈
中
国
支
店
〉
管
理
部
長

（
土
木
本
部
土
木
管
理
部

（
土
木
本
部
土
木
管
理
部
総

務
室
長
）
上
篠
直
規
▽
建

務
室
長
）
上
篠
直
規
▽
建
築

部
部
長
設
備
担
当
（
関
西

部
部
長
設
備
担
当
（
関
西
支

店
建
築
部
設
備
室
設
備
長

店
建
築
部
設
備
室
設
備
長
グ

ル
ー
プ
設
備
長
）
賀
門
秀

ル
ー
プ
設
備
長
）
賀
門
秀
人

　
　

　　

人
事
異

人
事
異
動動

０
ｍ
間
隔
で
設
置
さ
れ
た

ｍ
間
隔
で
設
置
さ
れ
た
ア

ク
セ
ス
ポ
イ
ン
ト
網
と
も

ク
セ
ス
ポ
イ
ン
ト
網
と
も
接

続
す
る
。
職
員
の
ス
マ
ー

続
す
る
。
職
員
の
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
か
ら
一
番
近
い
ア

フ
ォ
ン
か
ら
一
番
近
い
ア
ク

セ
ス
ポ
イ
ン
ト
で
大
ま
か

セ
ス
ポ
イ
ン
ト
で
大
ま
か
な

位
置
情
報
を
把
握
す
る
。

位
置
情
報
を
把
握
す
る
。
こ

う
し
た
収
集
デ
ー
タ
を
プ

う
し
た
収
集
デ
ー
タ
を
プ
ラ

ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で
一
元
管

ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で
一
元
管
理

し
、
ト
ン
ネ
ル
坑
内
の
情

し
、
ト
ン
ネ
ル
坑
内
の
情
報

の
供
見
え
る
化

見
え
る
化
僑
を
実
現

を
実
現
し

た
。従

来
の
山
岳
ト
ン
ネ
ル

　
従
来
の
山
岳
ト
ン
ネ
ル
工

事
は
衛
星
や
市
中
の
電
波

事
は
衛
星
や
市
中
の
電
波
が

届
か
な
い
た
め
、
位
置
特

届
か
な
い
た
め
、
位
置
特
定

に
は
「
Ｂ
Ｌ
Ｅ
ビ
ー
コ
ン
」

に
は
「
Ｂ
Ｌ
Ｅ
ビ
ー
コ
ン
」
、

情
報
通
信
に
は
一
般
向

情
報
通
信
に
は
一
般
向
け

「
Ｗ
ｉ
―
Ｆ
ｉ
」
を
使
う

「
Ｗ
ｉ
―
Ｆ
ｉ
」
を
使
う
こ

と
が
多
い
。
た
だ
、
ビ
ー

と
が
多
い
。
た
だ
、
ビ
ー
コ

ン
は
扱
う
機
器
が
多
く
、

ン
は
扱
う
機
器
が
多
く
、
精

密
な
Ｗ
ｉ
―
Ｆ
ｉ
装
置
は

密
な
Ｗ
ｉ
―
Ｆ
ｉ
装
置
は
石

が
飛
散
す
る
切
り
羽
付
近

が
飛
散
す
る
切
り
羽
付
近
に

は
置
け
な
い
。
高
価
な

は
置
け
な
い
。
高
価
な
５
Ｇ

（
第
（
第
５
世
代
移
動
通
信
シ

世
代
移
動
通
信
シ
ス

テ
ム
）
も
予
算
面
で
現
場

テ
ム
）
も
予
算
面
で
現
場
普

及
は
道
半
ば
で
、
こ
う
し

及
は
道
半
ば
で
、
こ
う
し
た

課
題
を
解
決
し
よ
う
と
、

課
題
を
解
決
し
よ
う
と
、
開

発
を
進
め
た

発
を
進
め
た
。

ル
タ
イ
ム
を
計
測
す
る

ル
タ
イ
ム
を
計
測
す
る
。

親
機
は
、
坑
内
に
約

　
親
機
は
、
坑
内
に
約
１
０

な
ど
、
一
連
の
サ
イ
ク
ル

な
ど
、
一
連
の
サ
イ
ク
ル
タ

イ
ム
の
正
確
な
把
握
と
職

イ
ム
の
正
確
な
把
握
と
職
員

の
位
置
情
報
を
デ
ー
タ
取

の
位
置
情
報
を
デ
ー
タ
取
得

し
、
専
用
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ

し
、
専
用
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
で
一
元
管
理
で
き
る
。

ム
で
一
元
管
理
で
き
る
。
同

社
に
よ
る
と
、
山
岳
ト
ン

社
に
よ
る
と
、
山
岳
ト
ン
ネ

ル
工
事
へ
の
同
規
格
の
適

ル
工
事
へ
の
同
規
格
の
適
用

は
日
本
初
と
な
る

は
日
本
初
と
な
る
。

Ｗ
ｉ
―
Ｆ
ｉ

Ｈ
ａ
Ｌ

　
Ｗ
ｉ
―
Ｆ
ｉ
　
Ｈ
ａ
Ｌ
ｏ

ｗ
は
約

ｗ
は
約
１
灼
先
ま
で
電
波

先
ま
で
電
波
が

届
き
、
障
害
物
に
も
強
い

届
き
、
障
害
物
に
も
強
い
。

伝
送
距
離
が
数

ｍ
の
一

伝
送
距
離
が
数
　
ｍ
の
一
般

1010

的
な
家
庭
用
Ｗ
ｉ
―
Ｆ
ｉ

的
な
家
庭
用
Ｗ
ｉ
―
Ｆ
ｉ
に

比
べ
て
広
範
囲
を
カ
バ
ー

比
べ
て
広
範
囲
を
カ
バ
ー
で

き
、
産
業
用
Ｉ
ｏ
Ｔ
（
モ

き
、
産
業
用
Ｉ
ｏ
Ｔ
（
モ
ノ

の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
）
の

の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
）
の
通

信
規
格
と
し
て
期
待
さ
れ

信
規
格
と
し
て
期
待
さ
れ
て

い
る
い
る
。

シ
ス
テ
ム
で
は
、
入
り

　
シ
ス
テ
ム
で
は
、
入
り
口

か
ら
伸
び
る
ベ
ル
ト
コ
ン

か
ら
伸
び
る
ベ
ル
ト
コ
ン
ベ

ヤ
ー
の
ト
ン
ネ
ル
側
端
部

ヤ
ー
の
ト
ン
ネ
ル
側
端
部
の

テ
ー
ル
ピ
ー
ス
台
車
に
親

テ
ー
ル
ピ
ー
ス
台
車
に
親
機

を
設
置
す
る
。
掘
削
最
前

を
設
置
す
る
。
掘
削
最
前
線

の
切
り
羽
で
働
く
重
機
の

の
切
り
羽
で
働
く
重
機
の
電

源
の
オ
ン
・
オ
フ
と
連
動

源
の
オ
ン
・
オ
フ
と
連
動
す

る
子
機
を
通
じ
て
、
重
機

る
子
機
を
通
じ
て
、
重
機
ご

と
の
稼
働
時
間
か
ら
サ
イ

と
の
稼
働
時
間
か
ら
サ
イ
ク

飛
島
建
設
は
、
電
波
が

　
飛
島
建
設
は
、
電
波
が
遠

く
ま
で
届
く
長
距
離
Ｗ
ｉ

く
ま
で
届
く
長
距
離
Ｗ
ｉ
―

Ｆ
ｉ
規
格
「
Ｗ
ｉ
―
Ｆ
ｉ

Ｆ
ｉ
規
格
「
Ｗ
ｉ
―
Ｆ
ｉ
　

Ｈ
ａ
Ｌ
ｏ
ｗ
（
ヘ
イ
ロ
ー
）

Ｈ
ａ
Ｌ
ｏ
ｗ
（
ヘ
イ
ロ
ー
）
」

を
自
社
施
工
の
山
岳
ト
ン

を
自
社
施
工
の
山
岳
ト
ン
ネ

ル
工
事
に
導
入
し
、
坑
内

ル
工
事
に
導
入
し
、
坑
内
の

作
業
状
況
を
可
視
化
す

作
業
状
況
を
可
視
化
す
る

「
ト
ン
ネ
ル
坑
内
可
視
化

「
ト
ン
ネ
ル
坑
内
可
視
化
シ

ス
テ
ム
」
を
開
発
し
た
。

ス
テ
ム
」
を
開
発
し
た
。
発

破
・
ず
り
出
し
・
吹
き
付

破
・
ず
り
出
し
・
吹
き
付
け

シ
ス
テ
ム
の
イ
メ
ー
ジ

トンネルに長距離ＷｉーＦｉ

坑内情報を見える化
サイクルタイム・位置情報飛

島
建
設

朱
）
」
を

）
」
を
５
０
０
０

５
０
０
０
本
贈
本
贈
呈

し
た
。
猛
暑
の
中
で
復
旧

し
た
。
猛
暑
の
中
で
復
旧
作

業
に
従
事
し
て
い
る
業
界

業
に
従
事
し
て
い
る
業
界
関

係
者
を
支
援
す
る
の
が

係
者
を
支
援
す
る
の
が
目

的
。九

州
全
域
で
物
流
網
に

　
九
州
全
域
で
物
流
網
に
混

乱
が
生
じ
る
中
、
飲
料
メ

乱
が
生
じ
る
中
、
飲
料
メ
ー

カ
ー
の
支
店
が
あ
る
山
口

カ
ー
の
支
店
が
あ
る
山
口
市

内
に
本
社
を
置
く
井
原

内
に
本
社
を
置
く
井
原
組

（
井
原
昌
二
代
表
取
締
役

（
井
原
昌
二
代
表
取
締
役
）

の
協
力
を
得
て
、
同
社
ト

の
協
力
を
得
て
、
同
社
ト
ラ

ッ
ク
で
現
地
熊
本
に
直
接

ッ
ク
で
現
地
熊
本
に
直
接
届

け
た
。
熊
本
建
協
と
国
土

け
た
。
熊
本
建
協
と
国
土
交

通
省
熊
本
河
川
国
道
事
務

通
省
熊
本
河
川
国
道
事
務
所

の
職
員
が
物
資
搬
入
を
手

の
職
員
が
物
資
搬
入
を
手
伝

っ
た
と
い
う

っ
た
と
い
う
。

青
柳
会
長
は
「
無
事
、

　
青
柳
会
長
は
「
無
事
、
前

川
会
長
に
支
援
物
資
を
お

川
会
長
に
支
援
物
資
を
お
渡

し
す
る
こ
と
が
で
き
、
一

し
す
る
こ
と
が
で
き
、
一
同

安
堵
（
あ
ん
ど
）
し
て
い
る

安
堵
（
あ
ん
ど
）
し
て
い
る
。

支
援
物
資
が
復
旧
作
業
の

支
援
物
資
が
復
旧
作
業
の
一

助
に
な
れ
ば
幸
い
に
思
う

助
に
な
れ
ば
幸
い
に
思
う
」

と
コ
メ
ン
ト
し
て
い
る

と
コ
メ
ン
ト
し
て
い
る
。

と
な
っ
た

と
な
っ
た
８
月
　
日
、
熊
本

日
、
熊
本

2828

県
建
設
業
協
会
（
前
川
浩

県
建
設
業
協
会
（
前
川
浩
志

会
長
）
に
、
熱
中
症
対
策

会
長
）
に
、
熱
中
症
対
策
飲

料
「
ダ
カ
ラ
プ
ロ
（

料
「
ダ
カ
ラ
プ
ロ
（
５
０
５
０
０

全
国
建
設
業
協
同
組
合

　
全
国
建
設
業
協
同
組
合
連

合
会
（
全
建
協
連
、
青
柳

合
会
（
全
建
協
連
、
青
柳
剛

会
長
）
は
、

会
長
）
は
、
２
０
２
６

２
０
２
６
年
熊

本
地
震
の
発
生
か
ら

本
地
震
の
発
生
か
ら
１
カ
月

支援物資を受け取る前川会長（中央左）

新
シ
ス
テ
ム
で
は
発

　
新
シ
ス
テ
ム
で
は
発
破

後
、
ズ
リ
出
し
や
支
保
作

後
、
ズ
リ
出
し
や
支
保
作
業

中
に
次
の
発
破
パ
タ
ー
ン

中
に
次
の
発
破
パ
タ
ー
ン
の

判
定
が
完
了
す
る
。
掘
削

判
定
が
完
了
す
る
。
掘
削
サ

イ
ク
ル
を
止
め
ず
に
、
安

イ
ク
ル
を
止
め
ず
に
、
安
定

し
た
精
度
で
次
の
発
破
パ

し
た
精
度
で
次
の
発
破
パ
タ

ー
ン
を
算
定
で
き
る

ー
ン
を
算
定
で
き
る
。

シ
ス
テ
ム
は
、
地
盤
が

　
シ
ス
テ
ム
は
、
地
盤
が
硬

い
時
は
火
薬
量
を
増
や
し

い
時
は
火
薬
量
を
増
や
し
、

外
周
孔
の
間
隔
を
詰
め
、

外
周
孔
の
間
隔
を
詰
め
、
岩

盤
が
も
ろ
け
れ
ば
そ
の
逆

盤
が
も
ろ
け
れ
ば
そ
の
逆
に

す
る
と
い
っ
た
調
整
を
自

す
る
と
い
っ
た
調
整
を
自
動

で
行
う
。
実
際
の
発
破
後

で
行
う
。
実
際
の
発
破
後
に

も
う
一
度
切
り
羽
を
撮

も
う
一
度
切
り
羽
を
撮
影

し
、
前
後
の
デ
ー
タ
か
ら

し
、
前
後
の
デ
ー
タ
か
ら
Ａ

Ｉ
（
人
工
知
能
）
が
現
場

Ｉ
（
人
工
知
能
）
が
現
場
ご

と
の
岩
の
特
徴
を
学
び
、

と
の
岩
の
特
徴
を
学
び
、
掘

削
が
進
む
ご
と
に
パ
タ
ー

削
が
進
む
ご
と
に
パ
タ
ー
ン

判
定
の
精
度
が
上
が
っ
て

判
定
の
精
度
が
上
が
っ
て
い

く
仕
組
み
だ

く
仕
組
み
だ
。

シ
ス
テ
ム
の
開
発
で

　
シ
ス
テ
ム
の
開
発
で
は

「
重
機
搭
載
カ
メ
ラ
に
よ

「
重
機
搭
載
カ
メ
ラ
に
よ
る

自
動
自
動
３
次
元
モ
デ
ル
作
成

次
元
モ
デ
ル
作
成
シ

ス
テ
ム

Ｔ
ｕ
ｆ
ｍ
ｏ

ス
テ
ム
　
Ｔ
ｕ
ｆ
ｍ
ｏ
Ｓ

（
タ
フ
モ
ス
）
―
Ｈ
Ｍ
Ｃ

（
タ
フ
モ
ス
）
―
Ｈ
Ｍ
Ｃ
」

「
ト
ン
ネ
ル
発
破
Ａ
Ｉ
支

「
ト
ン
ネ
ル
発
破
Ａ
Ｉ
支
援

シ
ス
テ
ム
」
の

シ
ス
テ
ム
」
の
２
シ
ス
テ

シ
ス
テ
ム

に
、
新
た
に
開
発
し
た
「

に
、
新
た
に
開
発
し
た
「
マ

ル
チ
モ
ー
ダ
ル
・
ゼ
ロ
シ

ル
チ
モ
ー
ダ
ル
・
ゼ
ロ
シ
ョ

ッ
ト
切
羽
Ａ
Ｉ
判
定
」
の

ッ
ト
切
羽
Ａ
Ｉ
判
定
」
の
要

素
技
術
を
統
合
し
て
開
発

素
技
術
を
統
合
し
て
開
発
し

た
。

れ
る
肌
落
ち
の
リ
ス
ク
を

れ
る
肌
落
ち
の
リ
ス
ク
を
伴

う
ほ
か
、
一
時
的
に
掘
削

う
ほ
か
、
一
時
的
に
掘
削
作

業
が
止
ま
る
。
加
え
て
判

業
が
止
ま
る
。
加
え
て
判
定

は
こ
れ
ま
で
、
個
人
の
経

は
こ
れ
ま
で
、
個
人
の
経
験

や
勘
に
頼
る
こ
と
が
多
く

や
勘
に
頼
る
こ
と
が
多
く
、

技
術
者
の
高
齢
化
や
担
い

技
術
者
の
高
齢
化
や
担
い
手

不
足
で
、
判
定
技
術
の
伝

不
足
で
、
判
定
技
術
の
伝
承

に
も
課
題
が
あ
っ
た

に
も
課
題
が
あ
っ
た
。

ら
れ
る

ら
れ
る
。

従
来
は
発
破
直
後
、
危

　
従
来
は
発
破
直
後
、
危
険

な
切
り
羽
の
近
く
に
人
が

な
切
り
羽
の
近
く
に
人
が
入

り
、
現
況
を
撮
影
し
て
、

り
、
現
況
を
撮
影
し
て
、
穿

孔
位
置
や
数
、
装
薬
量
を

孔
位
置
や
数
、
装
薬
量
を
決

め
、
次
の
発
破
パ
タ
ー
ン

め
、
次
の
発
破
パ
タ
ー
ン
を

算
定
し
て
い
た

算
定
し
て
い
た
。

作
業
は
切
り
羽
の
岩
が

　
作
業
は
切
り
羽
の
岩
が
崩

熊
谷
組
は
、
山
岳
ト
ン

　
熊
谷
組
は
、
山
岳
ト
ン
ネ

ル
工
事
の
発
破
掘
削
で
、

ル
工
事
の
発
破
掘
削
で
、
穿

孔
位
置
や
数
、
火
薬
の
装

孔
位
置
や
数
、
火
薬
の
装
て

ん
量
を
全
自
動
で
即
時
に

ん
量
を
全
自
動
で
即
時
に
判

定
す
る
「
リ
ア
ル
タ
イ
ム

定
す
る
「
リ
ア
ル
タ
イ
ム
発

破
パ
タ
ー
ン
自
動
判
定
シ

破
パ
タ
ー
ン
自
動
判
定
シ
ス

テ
ム
（
Ｒ
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｄ
―
Ｂ

テ
ム
（
Ｒ
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｄ
―
Ｂ
Ｌ

Ａ
Ｓ
Ｔ
）
」
を
開
発
し
た

Ａ
Ｓ
Ｔ
）
」
を
開
発
し
た
。

従
来
は
発
破
の
合
間
に
人

従
来
は
発
破
の
合
間
に
人
が

切
り
羽
を
撮
影
・
計
測
し

切
り
羽
を
撮
影
・
計
測
し
、

次
の
発
破
の
シ
ミ
ュ
レ
ー

次
の
発
破
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ

ョ
ン
を
行
っ
て
い
た
が
、

ョ
ン
を
行
っ
て
い
た
が
、
こ

れ
を
自
動
化
で
き
る
。
人

れ
を
自
動
化
で
き
る
。
人
が

判
定
す
る
の
に
比
べ
て
精

判
定
す
る
の
に
比
べ
て
精
度

が
安
定
す
る
ほ
か
、
計
測

が
安
定
す
る
ほ
か
、
計
測
・

判
定
時
間
を
短
縮
し
て
、

判
定
時
間
を
短
縮
し
て
、
掘

削
作
業
の
中
断
時
間
を
抑

削
作
業
の
中
断
時
間
を
抑
え

出
力
イ
メ
ー
ジ

掘 削 止 め ず に
発破パターン算定

熊谷組が開発

熊
本
建
協
に
熱
中
症
対
策
飲
料

全
建
協
連

復
旧
作
業
者
を
支
援

付
属
物

付
属
物
等
　
％
で
、

％
で
、
２
巡
目

3838

２
年
目
を
上
回
る
進
捗
（

年
目
を
上
回
る
進
捗
（
し

ん
ち
ょ
く
）
と
な
っ
て
い
る

ん
ち
ょ
く
）
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
年
度
末
時
点
の
点
検

年
度
末
時
点
の
点
検
結

2525
果
に
よ
る
と
、
早
期
ま
た

果
に
よ
る
と
、
早
期
ま
た
は

緊
急
に
措
置
を
講
ず
べ
き

緊
急
に
措
置
を
講
ず
べ
き
状

態
（
判
定
区
分
Ⅲ
・
Ⅳ
）

態
（
判
定
区
分
Ⅲ
・
Ⅳ
）
に

該
当
し
た
の
は
、
橋
梁
が

該
当
し
た
の
は
、
橋
梁
が
５

万
１
０
４
６

１
０
４
６
橋
（
全
体
構

橋
（
全
体
構
成

比
７
・
１
％
）
、
ト
ン
ネ
ル

％
）
、
ト
ン
ネ
ル
が

３
０
１
６

３
０
１
６
カ
所
（

カ
所
（
同
　
・
２

2626

る
。
た
だ
、
そ
れ
で
も
要
措

る
。
た
だ
、
そ
れ
で
も
要
措
置

の
数
の
数
は
　
年
度
末
時
点
で

年
度
末
時
点
で
、

2525

橋
梁
が
約

橋
梁
が
約
５
万
１
０
０

１
０
０
０

橋
、
ト
ン
ネ
ル
が
約

橋
、
ト
ン
ネ
ル
が
約
３
０
３
０
０

０
カ
所
に
上
っ
て
い
る

カ
所
に
上
っ
て
い
る
。

　
　
年
度
は
、
全
て
の
道

年
度
は
、
全
て
の
道
路

2525
管
理
者
に

管
理
者
に
５
年
に
年
に
１
回
義
回
義
務

付
け
ら
れ
て
い
る
法
定
点

付
け
ら
れ
て
い
る
法
定
点
検

の
３
巡
目
巡
目
２
年
目
に
当

年
目
に
当
た

る
。
点
検
実
施
状
況
は
、
橋

る
。
点
検
実
施
状
況
は
、
橋
梁

　
％
、
ト
ン
ネ

％
、
ト
ン
ネ
ル
　
％
、
道
路

％
、
道
路

3939

3434

国
土
交
通
省
は
、

　
国
土
交
通
省
は
、
２
０
２
０
２

５
年
度
ま
で
の
点
検
・
診

年
度
ま
で
の
点
検
・
診
断

結
果
や
措
置
状
況
な
ど
を

結
果
や
措
置
状
況
な
ど
を
ま

と
め
た
「
道
路
メ
ン
テ
ナ

と
め
た
「
道
路
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
年
報
」
の
最
新
版
を
公

ス
年
報
」
の
最
新
版
を
公
表

し
た
。
建
設

し
た
。
建
設
後
　
年
以
上
を

年
以
上
を

5050

経
過
し
た
構
造
物
が
増
加

経
過
し
た
構
造
物
が
増
加
し

て
い
る
一
方
、
措
置
が
必

て
い
る
一
方
、
措
置
が
必
要

な
橋
梁
や
ト
ン
ネ
ル
の
数

な
橋
梁
や
ト
ン
ネ
ル
の
数
は

減
少
し
、
予
防
保
全
型
へ

減
少
し
、
予
防
保
全
型
へ
の

移
行
が
着
実
に
進
展
し
て

移
行
が
着
実
に
進
展
し
て
い

国交省の道路
メンテ 年 報

要
措
置
の
橋
梁
㮇
万
橋

5.15.1

ト
ン
ネ
ル
は
㮇
カ
所

330000003000

捗
に
伴
い
、
整
備
を
進
め

捗
に
伴
い
、
整
備
を
進
め
る

中
国
地
方
整
備
局
岡
山
国

中
国
地
方
整
備
局
岡
山
国
道

事
務
所
の
要
請
に
応
じ
た

事
務
所
の
要
請
に
応
じ
た
も

の
で
、
同
社
は
今
後
事
務

の
で
、
同
社
は
今
後
事
務
所

を
近
隣
に
移
転
す
る

を
近
隣
に
移
転
す
る
。

同
事
業
で
は
、
歩
行
者

　
同
事
業
で
は
、
歩
行
者
の

安
全
性
向
上
を
目
的
に
、

安
全
性
向
上
を
目
的
に
、
歩

道
の
拡
幅
及
び
横
断
歩
道

道
の
拡
幅
及
び
横
断
歩
道
橋

の
階
段
位
置
変
更
を
実
施

の
階
段
位
置
変
更
を
実
施
。

国
道
国
道
２
号
沿
い
に
あ
る
現

号
沿
い
に
あ
る
現
事

務
所
が
土
地
買
収
の
対
象

務
所
が
土
地
買
収
の
対
象
と

な
っ
て
お
り
、
今
年
度
末

な
っ
て
お
り
、
今
年
度
末
を

移
転
期
限
と
し
て
移
転
先

移
転
期
限
と
し
て
移
転
先
を

探
し
て
い
た
。
た
だ
同

探
し
て
い
た
。
た
だ
同
社

が
、
適
切
な
移
転
先
を
見

が
、
適
切
な
移
転
先
を
見
つ

け
る
こ
と
が
で
き
ず
、
市

け
る
こ
と
が
で
き
ず
、
市
は

円
滑
な
事
業
推
進
の
観
点

円
滑
な
事
業
推
進
の
観
点
か

エ
ス
ペ
ッ
ク
に

市
有
地
売
却

笠

岡

市

ら
、
事
務
所
の
要
請
に
応

ら
、
事
務
所
の
要
請
に
応
じ

た
。
今
月

た
。
今
月
２
日
に
開
い
た

日
に
開
い
た
市

議
会
総
務
文
教
委
員
会
協

議
会
総
務
文
教
委
員
会
協
議

会
で
報
告
さ
れ
た

会
で
報
告
さ
れ
た
。

移
転
先
は
、
現
事
務
所

　
移
転
先
は
、
現
事
務
所
か

ら
北
側
の
土
地

ら
北
側
の
土
地
６
２
７

６
２
７
・
　5252

釈
（
笠
岡
市
生
江
浜

（
笠
岡
市
生
江
浜
２
０
２
０
５

成
・
引
渡
し
が
完
了
し
た

成
・
引
渡
し
が
完
了
し
た
塗

装
面
積

装
面
積
７
７
７
７
０
釈
以
上
の
鋼

以
上
の
鋼

橋
現
場
塗
装
を
施
工
し
た

橋
現
場
塗
装
を
施
工
し
た
工

事
の
施
工
実
績
―
な

事
の
施
工
実
績
―
な
ど

工
期
＝

　
工
期
＝
４
２
０

４
２
０
日
間

設
計
＝
日
建
技
術
コ
ン

　
設
計
＝
日
建
技
術
コ
ン
サ

ル
タ
ン

ル
タ
ン
ト

有
す
る
こ
と
。

有
す
る
こ
と
。
２
０
１
１

２
０
１
１
年

度
以
降
に
元
請
と
し
て

度
以
降
に
元
請
と
し
て
完

定
さ
れ
、
Ｂ
は
市
内
に
本

定
さ
れ
、
Ｂ
は
市
内
に
本
店

ま
た
は
支
店
、
Ａ
は
本
店

ま
た
は
支
店
、
Ａ
は
本
店
を

広
島
市
は

　
広
島
市
は
４
日
、
「
一

日
、
「
一
般

県
道
浜
田
仁
保
線
（
仁

県
道
浜
田
仁
保
線
（
仁
保

橋
）
補
修
工
事
（

橋
）
補
修
工
事
（
８
―
１
）
」

を
総
合
評
価
方
式
の
入
札

を
総
合
評
価
方
式
の
入
札
後

資
格
確
認
型
一
般
競
争
入

資
格
確
認
型
一
般
競
争
入
札

で
公
告
し
た
。
同
工
事

で
公
告
し
た
。
同
工
事
に

は
、
低
入
札
価
格
調
査
制

は
、
低
入
札
価
格
調
査
制
度

の
対
象
工
事
と
し
て
調
査

の
対
象
工
事
と
し
て
調
査
基

準
価
格
を
設
定
。
入
札
書

準
価
格
を
設
定
。
入
札
書
は

９
月
　
日
と
　
月
１
日
に
日
に
受

3030

1010

け
付
け
、

け
付
け
、
２
日
に
開
札

日
に
開
札
す

る
。工

事
場
所
＝
南
区
東
雲

　
工
事
場
所
＝
南
区
東
雲
３

丁
目
ほ

丁
目
ほ
か

工
事
概
要
＝
施
工
延

　
工
事
概
要
＝
施
工
延
長
　4545

ｍ
、
橋
梁
補
修
工
・
現
場

ｍ
、
橋
梁
補
修
工
・
現
場
塗

装
工
・
橋
梁
床
版
工
・
橋

装
工
・
橋
梁
床
版
工
・
橋
梁

付
属
物
工
・
仮
設
工
一

付
属
物
工
・
仮
設
工
一
式

参
加
資
格
＝
土
木
一
式

　
参
加
資
格
＝
土
木
一
式
工

事
の
Ｂ
ま
た
は
Ａ
等
級
に

事
の
Ｂ
ま
た
は
Ａ
等
級
に
認

広島市

浜
田
仁
保
線（
仁
保
橋
）補
修

日
と

㮇
日
と
㮇
月月
11
日
に
入
札

日
に
入
札
書書

3030

1010

績
、
ま
た

績
、
ま
た
は
　
年
度
以
降

年
度
以
降
に

2121

宇
部
市
が
発
注
す
る
建
築

宇
部
市
が
発
注
す
る
建
築
物

の
屋
上
防
水
改
修
を
含
む

の
屋
上
防
水
改
修
を
含
む
工

事
の
入
札
参
加
実
績
―
な

事
の
入
札
参
加
実
績
―
な
ど

工
事
場
所
＝
亀
浦

　
工
事
場
所
＝
亀
浦
１
丁
目

工
事
概
要
＝
亀
浦
住
宅

　
工
事
概
要
＝
亀
浦
住
宅
第

１
棟
の
屋
上
防
水
改
修
工

棟
の
屋
上
防
水
改
修
工
事

工
期

　
工
期
＝
　
年
１
月
　
日

2727

2222

参
加
資
格
＝
本
店
を
市

　
参
加
資
格
＝
本
店
を
市
内

に
有
す
る
防
水
工
事
認
定

に
有
す
る
防
水
工
事
認
定
業

者
。
者
。
２
０
１
１

２
０
１
１
年
度
以
降

年
度
以
降
に

元
請
、
Ｊ
Ｖ
構
成
員
（
出
資

元
請
、
Ｊ
Ｖ
構
成
員
（
出
資
比

率
　
％
以
上
）
と
し
て
、
国

％
以
上
）
と
し
て
、
国
、

1515
地
方
公
共
団
体
が
発
注
す

地
方
公
共
団
体
が
発
注
す
る

建
築
物
の
屋
上
防
水
改
修

建
築
物
の
屋
上
防
水
改
修
を

含
む
工
事
を
施
工
し
た

含
む
工
事
を
施
工
し
た
実

る
こ
と
―
な

る
こ
と
―
な
ど

工
事
場
所
＝
三
次
市
粟

　
工
事
場
所
＝
三
次
市
粟
屋

町
工
事
概
要
＝
延
長

　
工
事
概
要
＝
延
長
３
９
３
９
４

ｍ
、
掘
削
工

ｍ
、
掘
削
工
２
万
２
０
２
０
０
弱

工
期

　
工
期
＝
　
年
６
月
　
日

2727

3030

予
定
価
格
＝
事
後
公

　
予
定
価
格
＝
事
後
公
表

高
が
高
が
２
０
０
０

２
０
０
０
万
円
以
上

万
円
以
上
―

な
ど工

事
場
所
＝
国
分
寺

　
工
事
場
所
＝
国
分
寺
町

工
事
概
要
＝
競
輪
場
プ

　
工
事
概
要
＝
競
輪
場
プ
レ

ス
セ
ン
タ
ー
、
レ
ク
リ
エ

ス
セ
ン
タ
ー
、
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
、
サ
イ

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
、
サ
イ
ク

ル
セ
ミ
ナ
ー
セ
ン
タ
ー
の

ル
セ
ミ
ナ
ー
セ
ン
タ
ー
の
照

明
、
バ
ン
ク
用
投
光
器
を

明
、
バ
ン
ク
用
投
光
器
を
Ｌ

Ｅ
Ｄ
照
明
器
具
へ
更

Ｅ
Ｄ
照
明
器
具
へ
更
新

入
札
書
受
付
期
間
＝

　
入
札
書
受
付
期
間
＝
９
月

　
日
、　

日

24

25

開
札
日
＝

　
開
札
日
＝
９
月
　
日
2828

　
「
防
府
競
輪
場
プ
レ
ス

「
防
府
競
輪
場
プ
レ
ス
セ

ン
タ
ー
ほ
か
照
明
改
修

ン
タ
ー
ほ
か
照
明
改
修
」

参
加
資
格
＝
市
内
建
設

　
参
加
資
格
＝
市
内
建
設
業

者
で
電
気
工
事
Ａ
等
級
、

者
で
電
気
工
事
Ａ
等
級
、
直

近
の
経
営
事
項
審
査
の
電

近
の
経
営
事
項
審
査
の
電
気

工
事
の
年
間
平
均
完
成
工

工
事
の
年
間
平
均
完
成
工
事

造
４
階
建
）
外
壁
調
査

階
建
）
外
壁
調
査
業

務
、
外
壁
改
修
及
び
屋
上

務
、
外
壁
改
修
及
び
屋
上
防

水
改
修
工

水
改
修
工
事

工
期
＝

　
工
期
＝
１
５
０

１
５
０
日
間

申
請
書
提
出
期
限
＝

　
申
請
書
提
出
期
限
＝
９
月

　
日
15

入
札
書
受
付
期
間

　
入
札
書
受
付
期
間
＝
　
月
1010

１
日
、
日
、
２
日

開
札
日

　
開
札
日
＝
　
月
５
日

1010

　
「
塩
田
公
園
屋
上
防
水

「
塩
田
公
園
屋
上
防
水
ほ

か
改
修

か
改
修
」

参
加
資
格
＝
市
内
の
防

　
参
加
資
格
＝
市
内
の
防
水

工
事
認
定
業
者
―
な

工
事
認
定
業
者
―
な
ど

工
事
場
所
＝
浜

　
工
事
場
所
＝
浜
方

工
事
概
要
＝
管
理
棟
（

　
工
事
概
要
＝
管
理
棟
（
木

造
平
屋
建
）
屋
上
防
水
改

造
平
屋
建
）
屋
上
防
水
改
修

工
事工

期
＝

　
工
期
＝
１
５
０

１
５
０
日
間

申
請
書
提
出
期
限
＝

　
申
請
書
提
出
期
限
＝
９
月

　
日
14

橋
町
住

橋
町
住
宅
　
棟
外
壁
落
下

棟
外
壁
落
下
防

6363

止
工
事
」
な
ど

止
工
事
」
な
ど
４
件
を
公

件
を
公
告

し
た
。
い
ず
れ
も
営
繕
系

し
た
。
い
ず
れ
も
営
繕
系
ま

た
は
土
木
系
の
週
休

た
は
土
木
系
の
週
休
２
日
工

事
。公

示
概
要
は
次
の
通
り

　
公
示
概
要
は
次
の
通
り
。

　
「
新
橋
町
住

「
新
橋
町
住
宅
ɹ
棟
外
壁

棟
外
壁

6363

落
下
防
止

落
下
防
止
」

参
加
資
格
＝
市
内
の

　
参
加
資
格
＝
市
内
の
塗

装
、
防
水
ま
た
は
左
官
工

装
、
防
水
ま
た
は
左
官
工
事

認
定
業
者
で
、
直
近
の
経

認
定
業
者
で
、
直
近
の
経
営

事
項
審
査
の
塗
装
、
防
水

事
項
審
査
の
塗
装
、
防
水
ま

た
は
左
官
工
事
の
い
ず
れ

た
は
左
官
工
事
の
い
ず
れ
か

の
年
間
平
均
完
成
工
事
高

の
年
間
平
均
完
成
工
事
高
が

６
０
０
０

６
０
０
０
万
円
以
上
―
な

万
円
以
上
―
な
ど

工
事
場
所
＝
新
橋

　
工
事
場
所
＝
新
橋
町

工
事
概
要

　
工
事
概
要
＝
　
棟
（
Ｒ
Ｃ

棟
（
Ｒ
Ｃ

6363

防
府
市
は

　
防
府
市
は
３
日
、
受
注

日
、
受
注
希

望
型
指
名
競
争
入
札
で
「

望
型
指
名
競
争
入
札
で
「
新

防府市

㮇
日
、㮇
日
ま
で
申
請
書
受
付

15

14

市
営
住
宅
外
壁
落
下
防
止
な
ど
4
件

工
期
＝

　
工
期
＝
１
６
５

１
６
５
日
間

申
請
書
提
出
期
限
＝

　
申
請
書
提
出
期
限
＝
同

入
札
書
受
付
期
間
＝

　
入
札
書
受
付
期
間
＝
同

開
札
日
＝

　
開
札
日
＝
同

　
「
（
緊
）
清
水
川
河
川

「
（
緊
）
清
水
川
河
川
改

良
」参

加
資
格
＝
市
内
建
設

　
参
加
資
格
＝
市
内
建
設
業

者
で
土
木
一
式
工
事
Ｂ
等

者
で
土
木
一
式
工
事
Ｂ
等
級

―
な
―
な
ど

工
事
場
所
＝
仁
井
令

　
工
事
場
所
＝
仁
井
令
町

工
事
概
要
＝
護
岸

　
工
事
概
要
＝
護
岸
工
　
・
2626

３
ｍ工

期
＝

　
工
期
＝
２
０
２
７

２
０
２
７
年
３
月

　
日
15

申
請
書
提
出
期
限
＝

　
申
請
書
提
出
期
限
＝
同

入
札
書
受
付
期
間
＝

　
入
札
書
受
付
期
間
＝
同

開
札
日
＝

　
開
札
日
＝
同

し
て
い
る

し
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
、
直
轄
国
道

　
こ
の
ほ
か
、
直
轄
国
道
の

路
面
下
空
洞
調
査
の
実
施

路
面
下
空
洞
調
査
の
実
施
状

況
に
よ
る
と

況
に
よ
る
と
、　

年
度
の
調

年
度
の
調

2525

査
延
長
は
、
対
象
全
体
の

査
延
長
は
、
対
象
全
体
の
約

　
％
に
当
た
る

％
に
当
た
る
２
７
８

２
７
８
８
灼

1212だ
っ
た
。
調
査
の
結
果
、

だ
っ
た
。
調
査
の
結
果
、
路

面
下
空
洞
が

面
下
空
洞
が
８
４
１
９

８
４
１
９
カ
所

確
認
さ
れ
、
こ
の
う
ち
路

確
認
さ
れ
、
こ
の
う
ち
路
面

陥
没
の
可
能
性
が
高
い
区

陥
没
の
可
能
性
が
高
い
区
分

Ａ
は
Ａ
は
１
９
４

１
９
４
カ
所
あ
っ
た

カ
所
あ
っ
た
。

区
分
Ａ
は
、
全
て
の
箇
所

区
分
Ａ
は
、
全
て
の
箇
所
で

修
繕
に
着
手
済
み
と
い
う

修
繕
に
着
手
済
み
と
い
う
。

　
　
年
度
に
発
生
し
た
道

年
度
に
発
生
し
た
道
路

2525
陥
没
件
数
は
、
直
轄
国
道

陥
没
件
数
は
、
直
轄
国
道
で

１
０
１

１
０
１
件
、
都
道
府
県
管

件
、
都
道
府
県
管
理

カ
所
、
市
区
町
村
が

カ
所
、
市
区
町
村
が
２
３
２
３
９

カ
所
と
な
っ
て
い
る
。

カ
所
と
な
っ
て
い
る
。
５
年

以
上
措
置
に
着
手
で
き
て

以
上
措
置
に
着
手
で
き
て
い

な
い
自
治
体
管
理
の
ト
ン

な
い
自
治
体
管
理
の
ト
ン
ネ

ル
は
約

ル
は
約
１
割
存
在
す
る

割
存
在
す
る
。

自
治
体
に
お
け
る
施
設

　
自
治
体
に
お
け
る
施
設
の

集
約
・
撤
去
・
機
能
縮
小

集
約
・
撤
去
・
機
能
縮
小
等

の
検
討
状
況
は

の
検
討
状
況
は
、　

年
度
末

年
度
末

2525

時
点
時
点
で
　
％
と
な
っ
た
。

％
と
な
っ
た
。
道

9797

路
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
事
業
補

路
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
事
業
補
助

制
度
で
は
、
集
約
・
撤
去

制
度
で
は
、
集
約
・
撤
去
な

ど
に
取
り
組
む
自
治
体
を

ど
に
取
り
組
む
自
治
体
を
支

援
し
て
お
り

援
し
て
お
り
、　

年
度
は

年
度
は
１

2525

２
４
２
４
団
体
を
支
援
し
た
。

団
体
を
支
援
し
た
。
国

交
省
は
、
道
路
施
設
の
集
約

交
省
は
、
道
路
施
設
の
集
約
・

撤
去
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
も
公

撤
去
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
も
公
開

％
）
と
な
っ
て
い
る

％
）
と
な
っ
て
い
る
。

橋
梁
の
措
置
状
況
に
よ

　
橋
梁
の
措
置
状
況
に
よ
る

と
、
と
、
２
巡
目
点
検

巡
目
点
検
（
　
―
　

1919

2323

年
度
）
で
区
分
Ⅲ
・
Ⅳ
と

年
度
）
で
区
分
Ⅲ
・
Ⅳ
と
判

定
さ
れ
た
も
の
の
う
ち
、

定
さ
れ
た
も
の
の
う
ち
、
修

繕
等
措
置
に
着
手
し
た
割

繕
等
措
置
に
着
手
し
た
割
合

は
、
国
交
省

は
、
国
交
省
が
　
％
、
高
速

％
、
高
速

9191

道
路
会
社

道
路
会
社
が
　
％
、
都
道

％
、
都
道
府

7979

県
・
政
令
市

県
・
政
令
市
が
　
％
、
市
区

％
、
市
区

8181

町
村
町
村
が
　
％
だ
っ
た
。
未

％
だ
っ
た
。
未
着

6363

手
施
設
数
は
計

手
施
設
数
は
計
１
万
５
８
５
８
３

５
橋
で
、
内
訳
は
国
交
省

橋
で
、
内
訳
は
国
交
省
が

３
１
４

３
１
４
橋
、
高
速
道
路
会

橋
、
高
速
道
路
会
社

が
５
６
８

５
６
８
橋
、
都
道
府
県

橋
、
都
道
府
県
・

政
令
市
が

政
令
市
が
３
２
５
４

３
２
５
４
橋
、
橋
、
市

区
町
村
が

区
町
村
が
１
万
１
６
９
９

１
６
９
９
橋

と
な
っ
て
い
る

と
な
っ
て
い
る
。

判
定
区
分
Ⅲ
・
Ⅳ
の
橋

　
判
定
区
分
Ⅲ
・
Ⅳ
の
橋
梁

は
、
次
回
点
検
ま
で
の

は
、
次
回
点
検
ま
で
の
５
年

以
内
に
措
置
を
講
ず
べ
き

以
内
に
措
置
を
講
ず
べ
き
と

さ
れ
て
い
る
が
、
地
方
自

さ
れ
て
い
る
が
、
地
方
自
治

体
で
は

体
で
は
５
年
以
上
経
過
し

年
以
上
経
過
し
て

い
て
も
、
措
置
に
着
手
で

い
て
も
、
措
置
に
着
手
で
き

て
い
な
い
橋
梁
が
約

て
い
な
い
橋
梁
が
約
２
割
あ

る
と
い
う

る
と
い
う
。

　
２
巡
目
点
検
で
Ⅲ
・
Ⅳ

巡
目
点
検
で
Ⅲ
・
Ⅳ
区

分
と
な
っ
た
ト
ン
ネ
ル
の

分
と
な
っ
た
ト
ン
ネ
ル
の
修

繕
着
手
率
は
、
国
交
省

繕
着
手
率
は
、
国
交
省
が
　8989

％
、
高
速
道
路
会
社

％
、
高
速
道
路
会
社
が
　
％
、
％
、

7777

都
道
府
県
・
政
令
市

都
道
府
県
・
政
令
市
が
　
％
、
％
、

8585

市
区
町
村

市
区
町
村
が
　
％
。
未
着

％
。
未
着
手

5757

施
設
数
は
計

施
設
数
は
計
６
４
８

６
４
８
カ
所

で
、
国
交
省

で
、
国
交
省
が
　
カ
所
、
高

カ
所
、
高

4545

速
道
路
会
社

速
道
路
会
社
が
　
カ
所
、
都

カ
所
、
都

9797

道
府
県
・
政
令
市
が

道
府
県
・
政
令
市
が
２
６
２
６
７

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　　

　 㮇
月月
66
・・
77
日
で
入
札

日
で
入
札
書書

1010

廿日市市

早
時
ポ
ン
プ
場
ポ
ン
プ
増
設

宇部市

申
請
書
受
付
は
㮇
日
ま
で

11

亀
浦
住
宅
第
1
棟
屋
上
防
水
改
修

　
　

（2）（第三種郵便物認可） 2026年（令和8年）9月4日（金曜日）

４
―
１
外
１
筆
、
雑
種
地

筆
、
雑
種
地
＋

宅
地
）
。
売
払
い
価
格
は

宅
地
）
。
売
払
い
価
格
は
２

１
０
２

１
０
２
万
１
９
２
０

１
９
２
０
円
（
円
（
不

動
産
鑑
定
評
価
額
）
で
、

動
産
鑑
定
評
価
額
）
で
、
８

月
中
に
随
意
契
約
を
交
わ

月
中
に
随
意
契
約
を
交
わ
し

て
い
る
。
現
事
務
所
の
敷

て
い
る
。
現
事
務
所
の
敷
地

面
積
は

面
積
は
２
０
２
０
１
釈
（
宅
地
）
。

（
宅
地
）
。

高
く
な
っ
て
い
る
。
都
市

高
く
な
っ
て
い
る
。
都
市
部

で
発
生
し
た
陥
没
に
つ
い

で
発
生
し
た
陥
没
に
つ
い
て

は
、
全
道
路
と
比
較
す
る
と

は
、
全
道
路
と
比
較
す
る
と
、

占
用
物
件
を
要
因
と
す
る

占
用
物
件
を
要
因
と
す
る
割

合
が
大
き
く
、
特
に
下
水

合
が
大
き
く
、
特
に
下
水
道

が
多
く
な
っ
て
い
る

が
多
く
な
っ
て
い
る
。

道
路
で

道
路
で
１
２
８
２

１
２
８
２
件
、
市

件
、
市
町

村
管
理
道
路
で

村
管
理
道
路
で
９
８
４
４

９
８
４
４
件

だ
っ
た
。
陥
没
の
要
因
は

だ
っ
た
。
陥
没
の
要
因
は
さ

ま
ざ
ま
だ
が
、
水
が
流
れ

ま
ざ
ま
だ
が
、
水
が
流
れ
る

施
設
の
件
数
が
多
く
、
中

施
設
の
件
数
が
多
く
、
中
で

も
道
路
排
水
施
設
の
割
合

も
道
路
排
水
施
設
の
割
合
が

　
　

　
　


